
太
田
・
黒
田
遺
跡
と
は

　
現
在
ま
で
約
60
回
も
の
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
結
果
、
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中

期
（
今
か
ら
二
千
五
百
～
二
千
年
前
）
に

か
け
て
の
住
居
跡
や
環
濠
な
ど
が
検
出
さ

れ
、
和
歌
山
県
下
最
大
級
の
弥
生
時
代
集

落
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調

査
区
北
側
に
あ
る
黒
田
公
園
か
ら
は
か
つ

て
弥
生
時
代
に
埋
め
ら
れ
た
銅
鐸
（
青
銅

製
の
祭
り
の
道
具
）
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
や

奈
良
時
代
の
井
戸
、
室
町
時
代
の
溝
な
ど

が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
羽
柴
秀

吉
（
豊
臣
秀
吉
）
が
紀
州
攻
め
の
際
に
お

こ
な
っ
た
水
攻
め
で
有
名
な
太
田
城
が
近

く
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
今
回
の
調
査
で
は
太
田
城
関
連
の

遺
構
や
遺
物
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

　
太
田
・
黒
田
遺
跡
の
範
囲
内
で
和
歌
山

労
働
局
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
当
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
面
積
は
約

八
〇
〇
㎡
で
、
土
置
き
場
の
関
係
で
調
査

区
を
東
西
２
つ
に
割
っ
て
（
西
側
を
Ａ
区
、

東
側
を
Ｂ
区
）
、
半
分
ず
つ
調
査
し
て
い

ま
す
。
現
在
Ａ
区
の
調
査
を
終
了
し
、
Ｂ

区
を
調
査
中
で
す
。

●

J R

和

歌

山

駅

ロータリー 和 歌 山 鳴 神 線

宮街道
（国道

2 4 号
バ イ パ

ス ）

　 　 来 迎 寺
　 （ 太 田 城
　 　推定地）

調査現場

　　黒田公園
　（銅鐸
　　出土地点）

弥生時代
前期環濠

　　遺跡範囲

発掘調査現場　遠景

　－第17号の主な内容－

１．太田・黒田遺跡（県１次）

　　発掘調査　中間概要報告

２．太田・黒田遺跡

　　第１回現地公開の報告

　
太
田
・
黒
田
遺
跡
（
県
１
次
）

　
　
発
掘
調
査
　
中
間
概
要
報
告

今
年
８
月
末
よ
り
和
歌
山
市
黒
田
に
お
い
て
太
田
・
黒
田

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
報
告
　
仲
原
知
之
）

紀州の歴史と文化の風

文化財センター通信

　【かざぐるま】

財団法人　和歌山県文化財センター

平成17年11月28日発行

埋蔵文化財と文化財建造物のミニ情報誌

第

　17　号

１

発掘調査地点　位置図
かつて調査区の北側で発見
された銅鐸(きのくにの銅鐸より)



０ ４ｍ

３－２層上面　遺構検出状況奈良時代

弥生時代 ４層上面　遺構検出状況

０ ４ｍ

溝（流路）

溝 溝

溝の痕跡

溝

溝

溝

溝

土器棺

井戸

井戸

溝

溝

土器溜まり

８層上面遺構群

小ピット
・小溝群井戸

弥生時代の遺構（上層で検出）

弥生時代の遺構（下層で検出）

方形土坑

撹乱

溝

土層堆積図（Ａ区）

０層  現代盛土　 110cm

1-1層　現代耕作土　 5cm

1-2層　現代床土　　 3cm

２層　褐色シルト　12cm　→江戸時代

３層　黄灰色シルト10cm  →奈良時代

 ４層　黒褐色シルト55cm　→弥生時代

機
械
掘
削

 ５層　黒灰色シルト20cm  →谷状堆積

 ６層　黄灰色細砂　20cm  →谷状堆積

（弥生時代）

（弥生時代）

 ７層　灰色細砂　　　　  →河川堆積

 10層　青灰色シルト　　  →湿地状堆積

 ８層　黄褐色シルト　　  →弥生時代

 ９層　黄褐色シルト　　  →地山

撹乱

上層で検出した遺構

下層で検出した遺構

調
査
方
法
と
土
層
堆
積

　
今
回
の
調
査
で
は
、
現
代
の
盛
土
（
０

層
）
・
耕
作
土
（
１
層
）
を
重
機
で
掘
削

し
た
後
、
人
力
に
よ
る
掘
削
を
お
こ
な
っ

て
調
査
を
進
め
ま
し
た
。
堆
積
し
て
い
る

土
層
は
、
上
か
ら
江
戸
時
代
の
層
（
２

層
）
、
奈
良
時
代
の
層
（
３
│
１
層
～
３

│
３
層
）
、
弥
生
時
代
の
層
（
４
層
）
、

谷
状
地
形
の
堆
積
（
５
・
６
層
）
が
堆
積

し
て
お
り
、
上
か
ら
各
層
ご
と
に
順
番
に

掘
削
を
お
こ
な
い
、
各
層
の
上
面
で
溝
な

ど
の
遺
構
を
検
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

Ａ
区
の
発
掘
調
査
成
果

　
Ａ
区
の
調
査
終
了
時
点
で
の
成
果
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
２
層
上
面
で
江
戸
時

代
以
降
の
鋤
溝
群
（
耕
作
関
係
の
小
溝
）
、

３
層
上
面
（
２
層
下
面
）
で
も
江
戸
時
代

の
鋤
溝
群
を
検
出
し
ま
し
た
。
３
│
２
層

上
面
で
は
、
奈
良
時
代
の
東
西
方
向
に
流

れ
る
複
数
の
溝
・
流
路
を
検
出
し
ま
し
た
。

溝
・
流
路
か
ら
は
（
飛
鳥
時
代
～
）
奈
良

時
代
の
須
恵
器
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
４
層
上
面
で
は
、
弥
生
時
代
（
中
期
）

の
複
数
の
溝
と
土
器
棺
、
井
戸
、
土
坑
、

土
器
溜
ま
り
な
ど
を
検
出
し
ま
し
た
。
４

層
上
面
の
遺
構
は
、
調
査
区
を
南
北
に
走

る
谷
状
地
形
が
埋
ま
っ
て
か
ら
掘
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
谷
状
地
形
の
埋
土
か
ら
も
弥

生
時
代
の
土
器
（
中
期
初
頭
か
）
が
多
く

出
土
し
て
い
ま
す
。

　
弥
生
時
代
の
遺
物
は
、
中
期
の
土
器
を

中
心
に
、
前
期
の
土
器
が
少
量
出
土
し
、

石
器
で
は
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
石
鏃
・
石

錐
、
結
晶
片
岩
製
の
石
庖
丁
・
大
形
石
庖

丁
・
片
刃
石
斧
・
環
状
石
斧
、
緑
色
凝
灰

岩
製
の
管
玉
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

２



４層上面　溝・土坑　＜弥生時代＞　４層上面　土器棺　＜弥生時代＞　

遺構90（流路）出土須恵器はそう＜飛鳥～奈良時代＞片刃石斧　＜弥生時代＞　環状石斧　＜弥生時代＞　

石庖丁　＜弥生時代＞

大形石庖丁　＜弥生時代＞ 遺構140－Ｓ（井戸）出土　弥生土器　壺　＜弥生時代＞

３層上面（２層下面）　鋤溝群　＜江戸時代＞　３－２層上面　流路・溝　＜奈良時代＞　

３
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《
編
集
後
記
》
太
田
・
黒
田
遺
跡
の
発

掘
調
査
継
続
中
。
皆
さ
ん
是
非
見
学
に
お

越
し
下
さ
い
。
な
お
Ｂ
区
の
現
地
説
明
会

を
12
月
10
日
（
土
）
頃
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
正
式
決
定
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
（
仲
原
）

４

現　場　速　報
埋蔵文化財課
　●太田・黒田遺跡（和歌山市）：８月下旬から本発掘調査開始、弥生時代の集落が検出できるか??
　●岩橋千塚古墳群（和歌山市）：９月から大日山35号墳西造出ほかの発掘と測量調査、埴輪出てくる！
　●旧吉備中学校校庭遺跡（吉備町）：９月から本発掘調査開始、古墳時代初頭の集落検出の予感。
　○楠見遺跡（和歌山市）：８月下旬から２カ年目の整理作業始まる、今年度報告書刊行、中世が主体。
　○徳蔵地区遺跡（みなべ町）：９月から古川改修工事分の整理作業開始予定、５世紀後半の住居など。
　○高田土居城跡・大塚遺跡（みなべ町）：県道上富田南部線工事分、４月から整理作業継続中。
　○京奈和自動車道関連遺跡（橋本市）：柏原遺跡・北馬場遺跡・垂井女房ケ坪遺跡など整理作業続く。
　○野上中南遺跡（海南市）：間もなく整理作業終了、報告書刊行へ、弥生と鎌倉時代の集落遺跡。

文化財建造物課
　●重要文化財旧中筋家住宅（和歌山市）：江戸時代の住宅の保存修理設計監理業務を継続中。
　●重要文化財福勝寺本堂（海南市）：室町時代中期の本堂など保存修理設計監理業務を継続中。
　●史跡和歌山城御橋廊下（和歌山市）：史跡整備に伴う御橋廊下の復元工事監理業務。

現地公開風景

　
太
田
・
黒
田
遺
跡
　
第
１
回
現
地
公
開
の
報
告

       

　
　
　
平
成
17
年
10
月
８
日(

土)

13
時
半
～
16
時
　
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

１
．
概
要
　
当
日
は
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
参
加
者
が

　
　
　
あ
っ
た
。
受
付
で
土
器
や
石
器
を
展
示
し
て
、
実
際
に

　
　
　
触
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
説
明
は
、
太
田
・
黒
田

　
　
　
遺
跡
の
既
往
の
調
査
例
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
今
回
の

　
　
　
調
査
区
で
の
層
位
と
年
代
の
解
説
を
し
て
、
検
出
し
て

　
　
　
い
る
弥
生
時
代
の
遺
構
の
説
明
を
お
こ
な
っ
た
。

２
．
参
加
者
に
つ
い
て

　
　
・
参
加
者
　
計
67
名
（
男
性
44
名
・
女
性
23
名
）
　

   

　  

　 

内
訳
　
和
歌
山
市
太
田
お
よ
び
黒
田(

地
元) 

32
名
　

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
の
和
歌
山
市
内
29
名

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
の
市
町
村
４
名
　
　
不
明
２
名

　
＊
地
元
の
見
学
者
が
大
半
を
占
め
る
。
調
査
区
外
か
ら
調
査

　
　
風
景
が
見
え
る
現
場
な
の
で
地
元
の
関
心
が
高
い
。
反
面

　
　
で
他
の
地
域
へ
の
宣
伝
が
課
題
と
な
る
。

３
．
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
回
答
19
名
）

◎
【
性
別
と
年
齢
】

　
　
男
性
　
10
代
２
名
　
20
代
１
名
　
30
代
２
名
　
40
代
２
名

　
　
　
　
　
50
代
１
名
　
60
代
５
名
　
70
代
２
名
　
80
代
１
名

　
　
女
性
　
10
代
０
名
　
20
代
０
名
　
30
代
０
名
　
40
代
１
名

　
　
　
　
　
50
代
０
名
　
60
代
２
名
　
70
代
０
名
　
80
代
０
名

　
＊
当
日
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
足
り
な
く
な
っ
た
が
、
配
布
30

　
　
枚
中
19
枚
が
回
収
で
き
た
。
す
べ
て
の
年
齢
層
が
来
て
い

　
　
る
が
、
10
代
は
小
中
学
生
で
、
10
代
後
半
は
い
な
か
っ
た
。

◎
【
説
明
・
展
示
に
つ
い
て
】

      

わ
か
り
や
す
い
16
名 

ふ
つ
う
３
名 

わ
か
り
に
く
い
０
名

◎
【
他
の
遺
跡
の
現
地
説
明
会
に
つ
い
て
】

　
　a

.

何
度
も
行
っ
て
い
る
：
５
名
　 

　
　b

.

近
く
な
ら
行
く
：
７
名
　c

.

今
回
始
め
て
来
た
：
７
名

　
＊
始
め
て
来
た
人
の
割
合
が
多
い
。
近
く
な
ら
行
く
人
と
合

　
　
わ
せ
て
地
元
で
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。

◎
【
現
地
公
開
に
つ
い
て
ど
こ
で
情
報
を
知
り
ま
し
た
か
】

      a
. 

新
聞
（
毎
日
新
聞
、
ニ
ュ
ー
ス
和
歌
山
） 

：
11
名
　 

　
　b

.

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
１
名     c

.

知
人
か
ら
：
１
名  

　

　
　d

.

現
地
の
案
内
板
：
６
名  e

.

自
治
会
回
覧
板
：
１
名

　
＊
新
聞
で
の
情
報
入
手
が
多
い
。
特
に
当
日
朝
の
ニ
ュ
ー
ス

      

和
歌
山
に
掲
載
さ
れ
た
効
果
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

　
＊
現
地
の
フ
ェ
ン
ス
に
現
地
公
開
の
案
内
板
を
掲
示
し
た
こ

　
　
と
は
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

◎
【
今
回
の
現
地
公
開
に
つ
い
て
の
感
想
】

　
10
代
男
性
　
近
所
に
も
こ
ん
な
遺
跡
が
あ
る
な
ん
て
知
ら
な

　
　
　
　
　
　
か
っ
た
。

　
10
代
男
性
　
長
年
太
田
に
住
ん
で
い
る
が
、
遺
跡
が
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
は
思
わ
ず
改
め
て
勉
強
に
な
っ
た
。

　
10
代
男
性
　
ま
た
公
開
し
て
下
さ
い
。

　
30
代
男
性
　
展
示
品
に
何
に
使
う
か
一
言
書
い
て
ほ
し
い
。

　
30
代
男
性
　
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
工
夫
が
ほ
し
い
。

　
40
代
女
性
　
近
所
で
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
。

　
50
代
男
性
　
雨
が
降
っ
た
後
な
の
で
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
難
い
。

　
60
代
男
性
　
遺
跡
か
ら
の
説
明
で
お
ど
ろ
い
た
。
　

　
60
代
男
性
　
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
が
（
見
え
る
の
を
）
邪
魔

　
　
　
　
　
　
し
て
い
た
。
　

　
60
代
女
性
　
土
器
に
触
れ
て
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
70
代
男
性
　
土
層
の
違
い
が
は
っ
き
り
実
証
さ
れ
た
。

　
70
代
男
性
　
説
明
・
展
示
が
よ
か
っ
た
。


